
 

 

 

 

〇 配布資料の工夫点 

・成果発表と同じ図を活用し、図にコメントを入れたことでわかりやすいようにしたこと 

・３つの仮説に関係する内容を色分けしたこと。仮説１は青、仮説２は黄、仮説３は緑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12回理科教育賞大賞候補 成果発表 

鉾田市立鉾田南中学校 

『地域資源を活用したエネルギー・環境教育の実践』 

発表者：窪谷 理 発表日(2023年 8月 4日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の背景：近くに原子力施設があり、農業の街、鉾田ではエネルギー・環境教育が 

必要。また、『地産地消と省エネ』が最も効果があると判断 

２ １ ｱﾌﾟﾛｰﾁ：エネルギー教育モデル校の経験を活かし、地産地消を中核とした主体的・ 

対話的で深い学びを通して、省エネを進んで取り組もうとする生徒の育成 

今後、 仮説１：主体性は青色、仮説２：対話は黄色、仮説３：深い学びは緑色 
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ｱﾌﾟﾛｰﾁ：４つの手立てと単元構想図を作成することで教員間の連携・協働の推進 

ｱﾌﾟﾛｰﾁ：手立てを年計に入れることで教科横断的なカリキュラム・マネジメントの推進 

地域の産業を活用することで生徒の主体性を引き出す：仮説１ 

保護者の米穀店や農家との交流により、専門的な情報から効果的な教育実践の実施 

目指す生徒像を『省エネを進んで取り組もうとする生徒』に設定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証：仮説２、ルーブリックによる生徒自己評価、生徒の記述 

思考力を促進させるための工夫：仮説２ 深い学びに到達するために：仮説３ 

検証：仮説１、生徒アンケート結果 

検証：仮説２、ルーブリックによる生徒の自己評価と生徒の記述による見取り 

思考力を促進させるための工夫：仮説２ 

深い学びに到達するために：仮説３ 

食改による講話は生徒に深い学びを与えた。特に、「家に帰っておじいちゃん、おば

あちゃんに聞いてごらん、昔は・・・」の話は生徒の心に残るものであった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・外部講師の評価も教育効果を図る有用な指標と考えるので、ここに記す。 

 

まとめ、本研究実践での成果と課題の見通し 

【食改の感想（一部抜粋）】 

・行事食や地産地消を知ることは良いことで、今回の企画は素晴らしいと思います。 

ぜひ、他の中学校でもやってもらいたいです。 

・自分が子供の頃のおやつといえばサツマイモでした。冬休みには干し芋づくりの手伝

いでした。また、学校の調理実習に参加したいです。 

検証：仮説３、生徒の記述、学級での行動、生徒会による節電の呼びかけ 

検証結果から目指す生徒像への変容があったと見取る 
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終わりに：地域に開かれた教育課程（教育は地域の人的・物的資源の有効活用） 

      教科横断的なカリキュラム・マネジメント(手立てを含めた年計の作成) 

世代間交流(外部講師：食改の活用) 

教育効果 

の要因 


